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研究成果の概要（和文）：比較史的視点を用いた本研究では、工業化の発展によって障害者は一層労働能力が重視され
るようになり,職業訓練政策と相まって就労可能な障害者が労働市場への参入を促す一方、就労困難な障害者が労働市
場から排除されるという二極化現象を見出した。さらに、本研究の主たる分析期間である二度の世界大戦においても、
各国間に同様の二極化現象（障害者の労働市場への参入・排除）の傾向があることが分かった。

研究成果の概要（英文）：In this research employed by comparative historical perspectives, we find that 
development of industrialization asked persons with disabilities to demonstrate labor capability, and 
that while vocational training policy urged capable persons with disabilities to participate in the labor 
market, their incapable counterparts were excluded from the labor market, which became bipolarized among 
the disability population. Furthermore, we also recognize that in the period between World War I and II, 
each country our research members analyzed showed a tendency of the bipolarization phenomenon (entry and 
exclusion to disabled persons’ labor market)

研究分野： 日本近代史、アメリカ史
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１．研究開始当初の背景 
（１）障害者の労働の歴史を明らかにしよう
とする本研究は、学術創成研究『総合社会科
学としての社会・経済における障害の研究』
（平成 19 年～23 年度、研究代表者：松井彰
彦（東京大学））の「障害の歴史研究会」の
参加メンバーによって構成されている。この
研究では、近代における日本・イギリス・ド
イツの障害者のあり方を比較検討した上で、
①障害者のあり方が歴史的に規定されてい
ること、②諸制度（法、政策）、組織（国家、
学校、病院）、専門職（医師）が障害者のあ
り方や生活に大きな影響を与えているとい
う結論を得た。 
 
（２）「障害の歴史研究会」における学術交
流を通じて、我々は近代の障害者像を把握す
るために障害者の労働状況を分析する必要
性を痛感した。なぜならば、分析対象国とす
る日本・アメリカ・イギリス・ドイツにおけ
る工業化は、労働をして金銭を得るという方
法に人々の生活を変化させたからである。一
方で、確かに相互扶助が障害者の生活を支援
する上で都市・農村・地域において相違を見
せながらも、近代においても続いていたこと
も事実であろう。さらに、我々が何よりも障
害者の労働に関して着目している理由は、今
までの統計・記述資料の検討によって、少な
からずの障害者が工場や地域で就労してい
た事実を確認しているからである。これらの
点を踏まえつつ、障害者の労働状況を第一次
史料の発掘と並行しながら改めて分析する
ことが今後の研究課題としてますます重要
であることが分かった。 
 
（３）障害者の労働状況の歴史分析に関して
は、先行研究の不在が挙げられる。日本にお
ける労使（資）関係を軸として企業内福利厚
生、労働災害扶助などに関しての言及はある
ものの、障害者の雇用の実態などについて明
らかにされていない。このことは障害者史に
おいて一定の進展が認められる欧米の研究
においてもまた同様である。法制度・施策の
変遷についての歴史研究は散見されるが、障
害者の労働状況が明らかにされておらず、こ
のテーマに関する実証的な比較史的検討も
発表されていない。以上の点を踏まえて、障
害者の労働状況の歴史分析をとおして、新た
なマイノリティ史の構築が期待できるため、
本研究を立案するに至った。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、近現代の日本・アメリカ・
イギリス・ドイツにおける障害者の労働状況
の実態を分析し、この時代の障害者のあり方
を提示し、障害者というマイノリティに着目
することによって、新たな近代史像を創出す
ることである。 
 
 

３．研究の方法 
本研究では、日本・アメリカ・イギリス・ド
イツにおける近代の障害者の労働状況に影
響（関係）する主要因として①国家、②支援
機関、③企業、④家族・地域の 4 つを提示す
る。障害者が労働者として働く際には、これ
ら 4 つの要因が大きく関わってくるため、各
研究対象国の社会的・文化的規範に注意を払
いながら、障害者が働くということ自体が各
要因によってどのように捉えられてきたの
かについて分析する。 
 
４．研究成果 
比較史的視点を用いた本研究では、工業化の
発展によって障害者は一層労働能力が重視
されるようになり,職業訓練政策と相まって
就労可能な障害者が労働市場への参入を促
す一方、就労困難な障害者が労働市場から排
除されるという二極化現象を見出した。さら
に、本研究の主たる分析期間である二度の世
界大戦においても、各国間に同様の二極化現
象（障害者の労働市場への参入・排除）の傾
向があることが分かった。 
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